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政策４ 産業・交流　〜まちの魅力が光り活力にあふれる〜
◆クリエイティブ人材によるローカルベンチャー

創出支援 ２,５１１万円
都市圏の若者を誘致し、将来的に起業する人材を育

成しました。また、都市連携協定を結ぶ台東区からク

リ エ イ タ ー を 招

き、まちづくり実

践者との交流を通

じ て 、 新 し い モ

ノ・コトを生み出

す取組を行いまし

た。

◆ジョブマッチングを応援

２５２万円
市内企業と学生の交流機会の創出と、企業の情報発

信力向上による将来の人材確保を目的としたインター

ン シ ッ プ 事 業 で

す。学生が企業の

現状を理解し、企

業の魅力をPRす

る「採用戦略」の

提 案 を 行 い ま し

た。

◆小谷城スマートIC周辺６次産業化拠点創出

２,４３８万円
農を核とした６次産業化を担う人材育成のため、ア

グリベンチャースクールを開講するとともに、小谷城

SIC周辺の水田等

を活用した６次産

業化の可能性を探

るため、サツマイ

モ、キャベツ等の

実証栽培等を実施

しました。

◆森林ビジネスの創出

７５２万円
林業・木材産業の連携による「森林ビジネス」を推

進するため、「森林マッチングセンター」での地域調

査や、市産材を活

用した商品開発、

情報発信に取り組

みました。

◆健康増進がん検診

５,０２７万円
がんの早期発見、早期治療につ

なぐため、胃・大腸・肺・乳・子

宮頸がん検診を実施し、受診しや

すい環境づくりに努めました。ま

た、がんに対する知識を身につけ

るため、各中学校とともにがん教

育を実施しました。

◆日常生活支援活動車両を整備

（おでかけ号）  ６９万円
高齢者の日常生活の移動外出

（買い物、広域サロンなど）を地

域で支え合う活動を支援するた

め、長浜市社会福祉協議会に委託

し、地域の住民団体（福祉の会、

ボランティア団体など）への貸出

車両を整備しました。

◆しょうがい者相談支援の強化

６,２１０万円
しょうがいのある人が安心して地

域で暮らすことができるよう、相談

支援事業所に相談支援員を配置し、

個々のニーズに対応するきめ細やか

な支援を行い相談支援事業の充実を

図りました。

◆有害鳥獣への対策 １億３,０６５万円
鳥獣による農林水

産業への被害防止の

ため、防護柵の整備

などを進めるととも

に、捕獲体制を充実

し、ニホンジカ4,000

頭あまりの捕獲を実

施しました。

◆農作業緊急対応支援事業 １７０万円
急なケガや疾病等に見舞われた農業者の支援を目的

とした、農業者団体による農作業を代行する体制づく

りに対し補助するこ

とで、安心して営農

を持続できる仕組づ

くりや経営安定化、

耕作放棄地の予防に

取り組みました。

政策５ 安全・安心　〜不安なく穏やかに暮らす〜

◆防災マップを作成 ７０２万円
災害に対する基礎知

識や防災ハザードマッ

プを冊子にまとめて全

戸配布し、災害への備

えと防災意識の向上を

図りました。

◆雪寒対策 ５億４,７００万円
冬場の安全な交通を

確保するため、除雪作

業や排雪作業、除雪車

の購入など、降雪の対

策を行いました。

政策６ 環境・都市　〜水と緑に包まれ住まう〜
◆田村駅周辺整備事業

９１９万円
地形測量調査等のほか、学識者や地元自治会等とと

もに、田村駅周辺整備基本計画の策定や計画的なまち

づくりに向けて研究

しました。「長浜の

南玄関口」にふさわ

しい拠点づくりに取

り組みます。

◆長浜駅東口ペデストリアンデッキを整備

５億９,０９８万円
長浜駅とえきまちテラス長浜をダイレクトにつなぐ

ペデストリアンデッキが完成しました。安全で快適な

まちなかへの導線の

確保と賑わいの空間

を創出し、本市の玄

関口の魅力と利便性

が向上しました。

◆市道の橋梁を長寿命化

１億６,４００万円
市道に架かる橋梁の点検を計画的に実施しました。

点検結果に基づき策定した橋梁長寿命化計画に基づ

き、修繕や架け替え

工事を実施し、橋の

長寿命化を図りまし

た。

◆空き家への対策

１８万円
空き家の活用や除却等を進めるため、ワークショッ

プや出前講座で事例や手法を紹介しました。倒壊の危

険等がある特定空家

等の所有者に指導等

を行い、11件を解消

しました。


